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[技術の利用例] 

浮遊細胞、接着細胞、組織片など形態を問
わず幅広い試料に対応 
(これまでの実績：各種がん細胞、免疫細胞、幹細胞
(iPS、造血幹細胞)、ゼブラフィッシュ脳、ホヤ初期
胚、分裂酵母など) 

• 1細胞遺伝子発現解析 
1細胞からのRNA-seqライブラリ作製を支
援。必要に応じデータ解析(各遺伝子の相
対発現量、変動係数、細胞間の遺伝子発
現相関、変動遺伝子の抽出、細胞のグ
ルーピング)も支援する。 
 

• 微小組織片の分取と遺伝子発現解析 
組織切片等から部位選択的に微小領域(直
径100µm)を回収する。そこからRNAを抽出
し、上記の解析を支援する。 

• 96試料自動調製ロボット 
• 微小組織片自動採集装置 
• 1細胞からのRNA-seqライブラリ作製には

Bead-seq法※を利用 
 ※Kambara et al. (2015) Anal. Biochem. 

• 細胞間、組織間、組織内部位間の遺伝子 
    発現の比較（Heterogeneityの解析） 
• 従来法では解析困難な希少細胞の遺伝子

発現解析 
• 各種マーカー遺伝子の探索 
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支援メニュー 

支援に供する設備 


